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議　

員
　
平
成
二
十
四
年
度

予
算
の
収
入
に
つ
い
て
、税
収

見
込
み
を
含
め
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市　

長
　
予
算
規
模
は
二
百

九
十
四
億
円
程
度
と
し
て
、

特
別
枠
一
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
来
年
度
は
、
一
般
財
源
で

あ
る
市
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
の
歳
入
減
少
が
数
億
円
規

模
で
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ
り

一
層
事
務
事
業
の
選
択
と
集

中
に
よ
る
事
業
の
重
点
化
、

効
率
化
を
図
り
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
も
含
め
た
連
結
ベ

ー
ス
で
の
健
全
財
政
を
維
持

す
る
た
め
の
予
算
に
な
る
よ

う
編
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
市
農
業
へ

の
影
響
は

議　

員
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ

る
市
農
業
へ
の
影
響
額
を
市

郷土愛をはぐくむ教育を
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有
効
か
つ
効
率
的
な
執
行
を

赤 

石　

継 

美　
（
明
政
一
心
会
）

稲生塾から

元気はつらつ運動教室から

一
　
般 

　
質
　 

問

次
期
計
画
で
の
介
護
保
険

料
は

議　

員
　
第
五
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
の
介
護
保
険
料

の
基
準
額
は
幾
ら
か
。

健
康
福
祉
部
長

　
第
五
期
老

人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
を
協
議
す

る
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で

の
結
論
が
出
て
い
な
い
の
で
、

現
時
点
で
提
示
で
き
る
段
階

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

独
自
で
算
出
し
て
い
る
か
。

農
林
部
長

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

し
た
場
合
の
市
の
第
一
次
産

業
へ
の
影
響
額
は
、輸
入
量
や

貿
易
量
の
増
大
等
に
よ
る
農

産
物
の
国
際
的
な
取
引
価
格

の
変
化
、国
内
で
の
輸
入
農
産

物
の
消
費
動
向
、ま
た
関
連
す

る
産
業
へ
の
波
及
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、そ
れ
ら

の
数
値
見
通
し
が
つ
か
な
い

た
め
、市
と
し
て
影
響
額
を
試

算
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

で
す
。
青
森
県
内
で
は
、
米
の

生
産
額
は
五
百
七
十
六
億
円

ほ
ど
で
関
税
率
は
七
七
八
％
、

牛
の
生
産
額
は
九
十
三
億
円

で
関
税
率
は
三
八
・
五
％
で
あ

り
、こ
の
関
税
率
が
撤
廃
さ
れ

る
と
当
市
の
主
力
で
あ
る
米
、

畜
産
に
多
大
な
影
響
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、国
、県
等
と
連
携
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
へ
の
対
応
、対
策

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議　

員
　
子
供
た
ち
が
胸
を

張
っ
て
「
十
和
田
出
身
で
す
」

と
言
え
る
よ
う
な
郷
土
愛
育

成
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、よ
り
多
く
の
子
供
た

ち
に
教
え
る
よ
う
な
体
制
を

構
築
で
き
な
い
か
。

市　

長
　
先
人
の
開
拓
精
神

や
功
績
な
ど
を
学
び
、郷
土
の

理
解
を
深
め
る
場
と
し
て
、小

学
生
を
対
象
と
し
た
稲
生
塾

な
ど
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
次
代
を
担
う
人

材
の
育
成
の
た
め
に
、郷
土
教

要
支
援
児
童
に
適
切
な
教

育
、
支
援
を

議　

員
　
要
支
援
児
童
は

年
々
ふ
え
て
お
り
、教
育
現
場

は
深
刻
な
人
員
不
足
で
あ
る

が
、現
場
の
声
を
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

　
学
校
か
ら
の
要

望
を
受
け
、
支
援
が
必
要
な

児
童
生
徒
の
状
況
や
学
校
の

支
援
体
制
等
を
勘
案
し
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
を
平
成

十
九
年
度
十
二
名
、平
成
二
十

年
度
十
六
名
、平
成
二
十
一
年

度
十
九
名
、平
成
二
十
二
年
度

二
十
一
名
、平
成
二
十
三
年
度

二
十
二
名
と
毎
年
ふ
や
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
状
況
に
応
じ
た

適
正
な
配
置
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
部
長

　
各
小
中
学
校
で

は
、社
会
科
、生
活
科
、総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
に
、郷
土

十
和
田
市
を
知
る
学
習
を
初

め
地
域
発
見
学
習
、ヒ
メ
マ
ス

放
流
体
験
、地
域
を
流
れ
る
川

の
水
質
検
査
や
水
辺
生
物
を

調
べ
る
青
い
森
水
辺
に
学
ぶ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
、伝
統
芸

能
の
継
承
活
動
な
ど
、特
色
あ

る
郷
土
教
育
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、教
育
委
員
会
で
は
稲

生
塾
の
開
設
、郷
土
館
の
収
納

資
料
や
国
指
定
重
要
文
化
財
、

旧
笠
石
家
住
宅
を
利
用
し
た

昔
の
暮
ら
し
を
学
ぶ
体
験
学

習
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
稲
生
塾
は
現
在
の
四
十
名

程
度
が
最
良
と
考
え
て
い
ま

す
が
、多
く
の
子
供
た
ち
へ
の

学
習
機
会
の
提
供
と
い
う
観

点
か
ら
、今
年
度
二
つ
の
小
学

校
で
稲
生
塾
の
出
前
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
講
座

を
拡
充
し
、よ
り
多
く
の
子
供

た
ち
に
学
習
す
る
機
会
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。


